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宮城県農政部農山漁村なりわい課 

報告資料 

地域住民と大学生が農作業を通じて行う交流活動 





◎課の目的

　

◎課の体制

3名

５名

（参考：職種構成）

事務 　６名

農業 　１名

園芸 　３名

農業土木 　９名 ５名

水産 　１名

計 ２０名

４名

◎主な事業

6次産業化支援班 農山漁村発イノベーション対策交付金事業
農山漁村調整班 シン・令和のむらづくり推進事業（MIX）

交流推進班 シン・令和のむらづくり推進事業（地域づくり）

交流推進班 シン・令和のむらづくり推進事業（しごと・くらし体験）

6次産業化支援班 農産物直売所ラストワンマイル実証事業
6次産業化支援班 地域資源・キャリア人材フル活用事業（６次産業化）

交流推進班 地域資源・キャリア人材フル活用事業（人材育成）

農山漁村調整班 中山間地農業ルネッサンス推進事業

中山間振興班 中山間地域等直接支払交付金事業 農業生産条件が不利な地域の生産条件を補正するための助成

交流推進班 むらまち交流拡大推進事業

中山間振興班 鳥獣害防止対策事業

中山間振興班 農村整備事業

交流推進班 みやぎの地域資源保全活用支援事業

中山間振興班 農業集落排水整備推進交付金事業

中山間振興班 県営農道整備事業

中山間振興班 農村総合整備事業

交流推進班 多面的機能支払事業

中山間振興班 農地耕作条件改善事業

中山間振興班 農業水路等長寿命化・防災減災事業

中山間振興班 中山間地域農地保全支援事業
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中山間地域における小規模基盤整備（県単独事業）

農村集落の生活環境整備・農業生産基盤整備

多面的機能の維持・発揮を図るための共同で行う活動支援

高収益作物への転換等を図るための生産基盤整備

用排水路の長寿命化対策

農業集落排水施設維持管理補助（農業集落排水工事の県負担分）

高生産性農業を促進するための農道整備
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令和５年度　農山漁村なりわい課の事業について

事業名担当班

∇農林水産物を活用した６次産業化の推進
▽６次産業化に取り組む人材の育成・発掘
▽６次産業化商品の新たな販路開拓支援
∇地域資源を活用したペアリング商品開発
∇農産物直売所の活性化

　 私たち農山漁村なりわい課は、人口減少や高齢化が進行する中で、農山漁村を維持し活性化するため、
関係人口や移住希望者等に選ばれる持続可能な「活力ある農山漁村」の実現に向けた取組を推進してい
きます。
　 具体的には、地域を支える人材や関係人口の育成・拡大を図る取組とあわせて、これらの人材が持続的
に地域と関わりが持てるように地域資源を生かした「なりわい」を創出し、雇用機会や所得の確保を図り
ます。また、野生鳥獣対策や農業・農村の有する多面的機能の維持・発揮を図るとともに、農山漁村地域に
おいて安全で安心した生活ができるよう環境整備や農山漁村地域におけるＩＣＴの導入・活用を進めます。

№

∇農山漁村振興施策の企画及び調整
∇議会関係の調整、課の予算、庶務、経理
∇中山間地農業ルネッサンス事業
∇農山漁村地域運営組織の形成支援
∇豊かなむらづくり全国表彰事業

∇多面的機能支払交付金
∇農山漁村地域の交流促進
∇地域資源の保全、活用
∇農山村の集落体制づくり支援
∇世界農業遺産

∇農村の生活環境の整備
∇中山間地域等直接支払交付金
∇農地耕作条件改善
∇鳥獣被害防止対策
∇農山漁村地域のＤＸの推進

地域運営組織の実態調査と地域課題解決に取り組むモデル地区選定

他分野との連携や新技術の活用等による新商品の開発促進等

事業概要

都市と農山漁村地域の交流・農泊等の推進

野生鳥獣による農作物被害防止のための取組支援

農地や土地改良施設等の地域資源を活用した地域住民活動の支援

農業集落排水施設等の強靭化等による農村の条件整備

9
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中山間地域の農業振興の取組支援

12

14

13

地域と大学・企業の関係構築や多様な人材のマッチング支援

地域の暮らし・仕事体験や新たな地域滞在型交流を促進4

5 農産物直売所が農産物の集荷・移動式スーパー実施のモデル実証

中山間振興班
みやぎ農山漁村デジタルトランスフォー
メーション推進事業

農山漁村ＤＸの計画作成と推進体制整備

地域資源活用６次産業化支援、農産物直売所の活性化支援

関係人口受入れ体制づくり支援、地域コーディネート人材育成

６次産業化支援班

中山間振興班

交流推進班

農山漁村調整班
総括課長補佐

（事務）

総括課長補佐

（技術）

課長
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（単位：千円）

主な事業内容 Ｒ５当初 担当班

Ⅰ　豊かな地域資源を活かした産業振興と都市との交流拡大 32,469

4,311

①むらまち交流拡大推進事業

【委託料 2,820千円】農泊広域ネットワーク組織の設置、農泊に
取り組む団体や農林漁家民宿等の情報をホームページ等により発
信
【事務費 1,491千円】圏域単位で実施する講演会・意見交換会・
シンポジウム、都市農村交流アドバイザーの派遣等

4,311
交流

推進班

２　交流（関係）人口拡大に向けた受入体制の整備 28,158

①シン・令和のむらづくり推進事業
（地域づくり）

【補助金 2,000千円】農山漁村地域を支える人材の確保・育成を
図るため、地域と大学（学生）がともに農作業等の交流活動や地
域の新しい価値を発見する取組など、地域と大学生の関係性構築
を図る。
【委託料 7,000千円】大学または大学生（INAKAゼミ）、県職員
（みやぎのINAKA応援し隊）や企業など、多様な人材を活用し、
地域住民による地域課題の解決や地域資源活用等に向けた自主
的・主体的取組を支援

9,000
交流

推進班

②シン・令和のむらづくり推進事業
（しごと・くらし体験）

【委託料 6,858千円】農山漁村地域に多様な形で関わる関係人口
の創出・拡大を図るため、県内外の社会人や学生を対象とした各
種プログラムを通じ、新たな地域滞在型交流を促進
【委託料 4,800千円】農泊地域の課題解決や儲かる農泊に向け
て、県内の農泊地域に関わりながら企画運営や情報発信に取り組
む地域おこし協力隊を委嘱

11,658
交流

推進班

③地域資源・キャリア人材フル活用事
業
　  （人材育成）

【補助金 3,500千円】農山漁村地域における農泊等の受入れ体制
づくりの支援
【委託料 4,000千円】都市部人材や企業との連携に必要な地域
コーディネート人材の育成

7,500
交流

推進班

Ⅱ　農山漁村地域を支える組織と人材の育成・確保 2,501,488

１　農村地域の多面的機能の維持・発揮支援 2,203,264

①多面的機能支払交付金事業費
【交付金 2,188,334千円】地域の農業者等の活動組織が共同で行
う多面的機能の維持・発揮を図る活動に対して交付金を交付
【委託料 1,000千円】多面活動による地域への波及効果の検証

2,190,264
交流

推進班

②みやぎの地域資源保全活用支援事業

【委託料 6,500千円】地域資源調査や地域住民による話し合い、
地域活性化の資料作成及び世界農業遺産の関連施設調査を実施
【補助金 2,640千円】地域資源の保全活動を行う団体等に対する
補助
【事務費 3,860千円】ふるさと水と土指導員研修会、水土里フォ
トコンテストの開催等

13,000
交流

推進班

298,224

①中山間地域等直接支払交付金事業
【交付金等 265,924千円】農業生産条件が不利な中山間地域等の
生産条件を補正し、農業生産活動の継続を支援するために交付金
を交付する。

265,924
中山間
振興班

②中山間地農業ルネッサンス推進事業

【委託料 1,500千円】中山間地域の再生・活性化を図る上で必要
な棚田地域活動支援業務等を委託する。
【補助金 10,149千円】中山間地域における創意工夫あふれる取
組を行う市町村に対して経費を助成する。
→令和５年度は、２市３町（大崎市、気仙沼市、丸森町、松島町
及び加美町）を予定
【補助金 20,000千円】農村RMOの形成に取り組む地域協議会等に
対して経費助成し支援

32,300
農山漁村
調整班

Ⅲ　「なりわい」の創出・支援による地域内経済循環の推進 42,302

１　農林漁業者が主体となった６次産業化支援 39,302

①農山漁村発イノベーション対策交付
金事業

【委託料 13,337千円】農山漁村発イノベーションサポートセン
ターの設置・運営、農山漁村イノベーションに取り組む人材等を
育成するための研修会等を開催する。
【補助金 5,663千円】農林漁業者や市町村、民間事業者等による
２次・３次産業と連携した加工・直売に係る商品開発や研究開発
等の取組を支援

19,000
６次産業
化支援班

②農産物直売所ラストワンマイル実証
事業

【委託料 4,000千円】農産物直売所において、同一の車両を活用
して農産物の集荷と移動式スーパーを実施することで、継続的に
事業可能か否か運営方法を検証するとともにに、直売所のサービ
ス拡充により、地域に求められる拠点としての機能強化を図るこ
とが可能かをモデル実証する。

4,000
６次産業
化支援班

令和５年度　農山漁村なりわい課　施策体系概要

事　業　名　等

１　豊かな地域資源を活かした交流推進

２　中山間地域の農業生産体制維持支援
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③地域資源・キャリア人材フル活用事
業
　 （６次産業化）

【事務費 2,256千円】地方振興事務所が農林水産物等多様な地域
資源を活用した商品開発や販路開拓支援するほか、研修会等を開
催
【補助金等 4,833千円】農林漁業者や移住者等が取り組む６次産
業化を活用した創業等を支援
【委託料 6,119千円】総合化事業計画認定事業者等の「新しい生
活様式」に対応した商品開発等を支援するほか、計画策定に向け
て伴走型支援を行う。また、開発商品の販路拡大やブラッシュ
アップ等を図るための展示販売会を開催する。
【委託料 2,000千円／補助金 1,094千円】農産物直売所を地域住
民活動等の拠点とするため、現状分析や課題整理、課題解決に必
要な設備等の改良や機器の整備に対して補助を行う。

16,302
６次産業
化支援班

２　地域資源を活用した多様ななりわいの創出 3,000

①シン・令和のむらづくり推進事業
　　（MIX）

【委託料 2,930千円】地域運営組織の活動状況を把握するための
実態調査や、地域運営組織を参集した地域課題解決に関する研修
会実施や機運の醸成を図る等、地域運営組織の磨き上げをしなが
ら令和６年度以降の伴走支援を行うモデル地区を選定する。

3,000
農山漁村
調整班

Ⅳ　安心して暮らせる農山漁村地域の生活環境づくり 1,369,105

833,607

①農村総合整備事業
【補助金 30,000千円】農村集落の生活環境整備と農業生産基盤
整備を計画的かつ一体的に推進し、生産と生活の機能の高度化を
図りながら、生産性の高い農業の育成と生活環境の改善を図る。

31,325
中山間
振興班

②農業集落排水整備推進交付金事業

【補助金 15,338千円】農業集落排水事業に係る維持管理経費及
び起債の元利償還財源等として、事業完了年度の翌年度から最大
７か年で交付する（従来の建設事業費に対する県嵩上げ補助相当
分）。

15,338
中山間
振興班

③鳥獣害防止対策事業

【補助金 564,701千円】被害防止計画を策定した市町村の地域協
議会等に対して対策事業費を交付する。
【委託料 14,046千円】鳥獣Ｗｅｂマップの更新と被害対策を指
導できる人材の育成、ＩＣＴ活用による省力化実証試験、緩衝隊
の管理に係る実証試験等を実施

579,851
中山間
振興班

④農村整備事業
【補助金 197,625千円】農業集落排水施設等の保全対策、災害対
策等の強靭化及び維持管理の効率化等を実施することにより、農
村の持続性の向上を図る。

207,093
中山間
振興班

529,116

①農地耕作条件改善事業費
【補助金 149,300千円】農地中間管理事業の重点実施区域等にお
いて、きめ細かな生産基盤整備を実施し、農地の集積推進や高収
益作物への転換を図るための計画策定、基盤整備等を実施する。

153,119
中山間
振興班

③中山間地域農地保全支援事業
【補助金 3,000千円】中山間地の国庫補助要件に満たない小規模
農地の簡易基盤整備を行い営農継続を支援する。

3,000
中山間
振興班

④県営農道整備事業
【工事請負費 211,000千円】農業の振興を図る地域において農道
網を整備するいことにより、高生産性農業を促進し、農業の近代
化、農村環境の改善と強靭化を図る。

228,270
中山間
振興班

⑤農業水路等長寿命化・防災減災事業
【補助金 139,515千円】農業生産活動の基盤となる農業水利施設
の長寿命化対策、省力化対策及び防災減災対策を実施する。

144,727
中山間
振興班

３　農山漁村地域のデジタル化の推進 6,382

①みやぎ農山漁村デジタルトランス
フォーメーション推進事業

【事務費 382千円】みやぎ農山漁村デジタルトランスフォーメー
ション（以下、ＤＸ）推進協議会の運営、研修会・セミナー等の
開催。
【委託料 6,000千円】モデル市町村（地域）を２箇所設置し、地
域の実情に合ったデジタル技術を活用したＤＸ地域戦略計画を策
定するとともに、活用に向けた地域住民等の理解と体制づくりを
支援する。

6,382
中山間
振興班

3,945,364

147,109

１　人件費 145,200

２　事務費 1,909

4,092,473

２　生産基盤の整備支援

小　　計 （Ⅰ～Ⅳ）

Ⅴ　人件費・事務費等

合　　　　　　計

１　農山村地域の生活環境整備支援
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れ
る
』
持
続
可
能
な
農
山
漁
村
に
向
け
て
～

・
人
口
減
少
や
高
齢
化
の
急
速
な
進
行
と
と
も
に
、
人
と
経
済
の
都
市
部
へ
の
一
極
手
中
に
よ
る
地
域
の
担
い
手
不
足
と
活
力
の
低
下
が
一
層
深
刻
化
し
て
い
る

・
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
兼
業
、
副
業
な
ど
新
た
な
ス
タ
イ
ル
の
働
き
方
が
定
着
し
つ
つ
あ
る
。

・
「
田
園
回
帰
」
に
よ
る
人
の
流
れ
の
加
速
化
や
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
な
ど
、
農
村
の
持
つ
価
値
や
魅
力
が
再
評
価
さ
れ
て
い
る
。

現
状
・
背
景

・
農
山
漁
村
地
域
を
自
ら
課
題
を
解
決
し
協
働
す
る
、
課
題
解
決
型
・
協
働
型
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
変
革
す
る
土
台
づ
く
り
を
支
援
し
、
多
様
な
人
材
が
地
域

に
関
わ
る
き
っ
か
け
を
つ
く
り
、
と
も
に
活
動
す
る
こ
と
で
地
域
と
支
援
者
の
関
係
性
を
構
築
す
る
地
域
づ
く
り
と
、
地
域
で
の
暮
ら
し
や
仕
事
を
体
験
す
る
こ

と
で
地
域
の
魅
力
を
体
感
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
地
域
住
民
と
の
交
流
を
促
進
し
て
地
域
に
多
様
な
形
で
関
わ
る
関
係
人
口
の
創
出
・
拡
大
を
図
る
。

取
組
の
方
向
性

み
や
ぎ
農
山
漁
村
し
ご
と
・
く
ら
し
体
験

支
援
事
業

②
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
よ
る
運
営
支
援
（
委
託
）

農
泊
地
域
の
課
題
を
解
決
し
、
儲
か
る
農
泊
に
向

け
、
複
数
の
農
泊
地
域
に
関
わ
り
な
が
ら
、
企
画
運

営
や
情
報
発
信
な
ど
に
取
り
組
む
協
力
隊
を
委
嘱

【
委
託
費
4
,8
0
0
千
円
】

①
農
村
の
し
ご
と
・
く
ら
し
体
験
（
委
託
）

都
市
か
ら
農
山
漁
村
へ
の
人
の
流
れ
を
創
り
、
よ

り
深
い
地
域
と
の
関
わ
り
に
繋
が
る
『
新
た
な
地
域

滞
在
型
交
流
』
を
促
進
し
、
農
村
に
多
様
な
形
で
関

わ
る
関
係
人
口
の
創
出
・
拡
大
を
図
る
。

【
委
託
等
6
,8
5
8
千
円
（
3
地
域
）
】

①
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
づ
く
り
助
成
事
業
（
補
助
）

農
山
漁
村
地
域
と
大
学
（
大
学
生
）
が
と
も
に
行

う
農
作
業
な
ど
の
交
流
活
動
や
地
域
の
新
し
い
価
値

を
発
見
す
る
取
組
な
ど
、
地
域
と
大
学
と
の
関
係
性

を
構
築
。

【
補
助
金
2
,0
0
0
千
円
（
8
大
学
）
】

・
補
助
金
上
限

定
額
2
5
0
千
円
／
大
学

令
和
５
年
度
の
主
な
取
組
＿
【
全
体
事
業
費
：

2
3

,6
5

8
千
円
（
令
和
４
年
度
「
令
和
の
む
ら
づ
く
り
推
進
事
業
」
予
算
：

2
8

,6
5

9
千
円
）
＜
政
策
課
題
枠
組
替
＞
】

②
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
づ
く
り
支
援
事
業
（
委
託
）

企
業
、
大
学
ま
た
は
大
学
生
、
県
職
員
な
ど
、
多

様
な
人
材
を
活
用
し
、
住
民
に
よ
る
地
域
課
題
の
解

決
や
地
域
資
源
の
活
用
等
に
向
け
た
自
主
的
・
主
体

的
な
取
組
を
支
援
。

【
委
託
等
7
,0
0
0
千
円
（
4
地
域
）
】

地
域
運
営
組
織
等
の
活
動
状
況
に
関
す
る
実
態
調

査
に
よ
り
、
運
営
体
制
や
活
動
機
能
の
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
が
あ
り
、
意
欲
的
か
つ
効
果
的
に
活
動
に
取
り
組

め
る
組
織
を
掘
り
起
こ
し
、
地
域
課
題
解
決
に
必
要

な
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
習
得
、
機
運
の
醸
成
等
、
組

織
体
制
の
整
備
に
資
す
る
研
修
会
な
ど
、
課
題
解
決

型
・
協
働
型
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
転
換
に
向
け

た
支
援
に
よ
り
、
“
活
力
づ
く
り
”
や
“
な
り
わ
い

づ
く
り
”
に
意
欲
的
か
つ
効
果
的
に
取
り
組
む
、
横

展
開
可
能
な
優
良
事
例
と
な
る
モ
デ
ル
支
援
地
区
を

選
定
し
、
持
続
可
能
な
農
山
漁
村
地
域
の
形
成
を
図

る
。

【
委
託
等

３
,0
0
0
千
円
】
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み
や
ぎ
の
農
山
漁
村
地
域
を
変
革
し
、

 
課
題
解
決
型
・
協
働
型
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
転
換

 

課
題
解
決
型
・
協
働
型
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
転
換
に
向
け
た
体
制
整
備
・
土
台
づ
く
り

取
組
の
継
続
・
発
展
へ

事
業
内
容

解
決
の
方
向
性

農
山
漁
村
地
域
の
現
状
と
課
題

○
人
口
減
少
と
高
齢
化
の
急
速
な
進
行
に
よ
り
、
地
域
の
担
い

手
不
足
や
活
力
低
下
が
一
層
深
刻
化

○
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
、
日
常
生
活
に
必
要
な
機
能
・

サ
ー
ビ
ス
の
確
保
に
支
障
が
発
生

事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

農
山
漁
村
の
活
性
化
と
経
済
的
自
立
を
促
進
す
る
た
め
、
地
域

運
営
組
織
等
を
対
象
に
以
下
の
よ
う
な
取
組
を
行
う
。

○
地
域
課
題
の
解
決
に
必
要
な
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
構
築

○
地
域
の
経
済
構
造
や
課
題
な
ど
を
把
握
す
る
た
め
の
調
査

○
課
題
解
決
に
取
り
組
む
た
め
の
機
運
の
醸
成
や
組
織
体
制
整
備

課
題
解
決
型
・
協
働
型
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
転
換
を
図
る

こ
と
で
、
地
域
の
“
活
力
づ
く
り
”
や
“
な
り
わ
い
づ
く
り
”

へ
の
活
動
に
発
展
さ
せ
、
持
続
可
能
な
農
山
漁
村
地
域
の
形
成

を
目
指
す
。

農
山
漁
村
発
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
実
践

都
市
農
村
交
流
の
推
進

農
村
R
M
O
の
形
成

【
令
和
５
年
度
】

【
令
和
６
年
度
以
降
】

農
山
漁
村
地
域
の
地
域
運
営
組
織
等
を
対
象
と
し
て
、
活
動
状
況
を
把
握
す
る
た
め
の

調
査
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
地
域
課
題
の
解
決
に
必
要
な
知
識
・
ノ
ウ
ハ
ウ
の
取
得
に

資
す
る
取
組
を
行
う
こ
と
で
、
県
内
の
地
域
活
動
の
活
性
化
を
図
る
。

○
対

象
者
：
農
山
漁
村
地
域
の
地
域
運
営
組
織
等

○
実
施
方
法
：
専
門
的
な
知
識
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
民
間
事
業
者
に
委
託

○
主
な
取
組
：
・
対
象
者
の
活
動
状
況
を
把
握
す
る
た
め
の
実
態
調
査
の
実
施

・
対
象
者
を
集
め
た
地
域
課
題
の
解
決
に
関
す
る
研
修
会
等
の
開
催

・
意
欲
の
あ
る
組
織
に
対
し
て
は
他
の
支
援
制
度
を
紹
介

・
令
和
６
年
度
以
降
に
伴
走
支
援
を
行
う
モ
デ
ル
地
区
を
選
定

令
和
５
年
度
に
選
定
し
た
モ
デ
ル
地

区
を
対
象
と
し
て
、
地
域
の
特
性
や

ニ
ー
ズ
等
に
応
じ
た
伴
走
支
援
を
実
施

す
る
こ
と
で
、
課
題
解
決
型
・
協
働
型

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
転
換
を
図
り
、

他
地
域
に
横
展
開
可
能
な
優
良
事
例
を

創
出
す
る
。

『
Ｍ
ａ
ｎ

ｐ
о
ｗ
ｅ
ｒ
』

『
Ｉ
ｎ
ａ
ｋ
ａ
(組

織
)
』

『
Ｘ
(田

舎
の
資
源
)
』

み
や
ぎ
・い
な
か
・ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（Ｍ
ＩＸ
）推
進
事
業

Ｍ

Ｘ
Ｉ

農
山
漁
村
な
り
わ
い
課

農
山
漁
村
調
整
班

プ ロ ポ ー ザ ル 方 式

に よ り 事 業 者 選 定

モ デ ル 地 区 選 定

【
事
業
費
】
３
,０

０
０
千
円
（
委
託
費
２
,
９
３
０
千
円
／
事
務
費
７
０
千
円
）

次 の 支 援 方 針 検 討
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
研
修
会
等
の
開
催

調
査
結
果
を
企
画
に
反
映

地
域
運
営
組
織
等
の
実
態
調
査
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◆
農
山
漁
村
、
特
に
中
山
間
地
域
で
は
、
少
子
高
齢

化
・
人
口
減
少
が
都
市
に
先
駆
け
て
進
行
し
て
い
る
。

◆
田
園
回
帰
に
よ
る
人
の
流
れ
が
全
国
的
な
広
が
り

を
持
ち
な
が
ら
継
続
し
て
い
る
。

◆
農
村
の
持
つ
価
値
や
魅
力
が
国
内
外
で
再
評
価
さ

れ
て
い
る
。

現
状
・
課
題

 

①
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
づ
く
り
助
成
事
業
【
補
助
】
～
交
流
・
価
値
発
見
型
～

 

②
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
づ
く
り
支
援
事
業
【
委
託
】
～
課
題
解
決
実
践
型
～

 

農
山
漁
村
地
域
を
支
え
る
人
材
の
確
保
・
育
成
を
図
る
た
め
、
地
域
と
大
学
（
大
学
生
）
が
と
も
に
行
な
う
農
作
業
な
ど
の
交
流

活
動
や
地
域
の
新
し
い
価
値
を
発
見
す
る
取
組
な
ど
、
地
域
と
大
学
と
の
関
係
性
を
構
築
す
る
。

（
地
域
と
大
学
と
の
関
わ
り
が
継
続
的
な
活
動
に
つ
な
が
る
よ
う
、
実
施
期
間
は
原
則
３
年
と
す
る
）

【
補
助
金
２
,０
０
０
千
円
】

８
地
域
×
２
５
０
千
円
（
補
助
額
上
限
）

×

農
山
漁
村
地
域
を
支
え
る
人
材
の
確
保
・
育
成
を
図
る
た
め
、
大
学
ま
た
は
大
学
生
（
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
ゼ
ミ
）
、
県
職
員
（
Ｉ
Ｎ

Ａ
Ｋ
Ａ
応
援
し
隊
）
、
企
業
な
ど
、
多
様
な
人
材
を
活
用
し
、
住
民
に
よ
る
地
域
課
題
の
解
決
や
地
域
資
源
の
活
用
等
に
向
け
た

自
主
的
・
主
体
的
な
取
組
を
支
援
す
る
。
（
対
象
地
域
は
継
続
し
て
３
年
間
支
援
す
る
）

【
委
託
費
等
７
,０
０
０
千
円
】
（
委
託
費
６
,６
２
７
千
円
（
４
地
域
）

事
務
費

３
７
３
千
円
）

農
山
漁
村
な
り
わ
い
課

交
流
推
進
班

 

【
農
村
側
メ
リ
ッ
ト
】

・
労
働
力
の
確
保

・
若
者
の
視
点
に
よ
る
気
づ
き

・
や
り
が
い
、
張
り
合
い

【
大
学
側
の
メ
リ
ッ
ト
】

・
学
内
で
は
で
き
な
い
体
験
や
学
び

・
実
践
力
の
体
得

・
交
流
に
よ
る
新
た
な
気
づ
き

多
様
な
人
材
に
よ
る
地
域
づ
く
り
支
援
事
業

農
山
漁
村
地
域
に
お
け
る
課
題
解
決
に
向
け
た
サ
ポ
ー
ト

体
制
を
構
築
す
る
た
め
、
大
学
（
大
学
生
）
、
企
業
、
県
職

員
な
ど
、
多
様
な
人
材
を
活
用
し
、
住
民
に
よ
る
地
域
課
題

の
解
決
や
地
域
資
源
の
活
用
等
に
向
け
た
自
主
的
・
主
体
的

な
取
組
を
支
援
す
る
。

取
組
方
針

 

（
低
）

農
村
へ
の
関
心
・
関
与

（
高
）

 

令
和
５
年
度

・
募
集
、
決
定

・
事
業
実
施

（
１
年
目
）

【
交
流
・
価
値
発
見
型
】

令
和
４
年
度

・
各
大
学
へ
事
業
Ｐ
Ｒ

『
農
村
』

×
『
大
学
』

『
農
村
』

『
大
学
』

『
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
ゼ
ミ
』

【
大
学
生
】

若
者
の
視
点
や
専
門
知
識
を
活
か
し
た
支
援

【
県
庁
み
や
ぎ
の
IN
A
K
A
応
援
し
隊
】

県
職
員
の
知
識
・
経
験
等
を
活
か
し
た
支
援

【
企
業
】

社
会
貢
献
活
動
な
ど
に
よ
る
支
援

過
疎
化
の
進
展
・
集
落
機
能
の
更
な
る
低
下

（
担
い
手
不
足
・
高
齢
化
）

課
題

課
題

多
様
な
人
材
に
よ
る

課
題
解
決
支
援

農
山
漁
村
地
域

多
様
な
人
材
の
活
用
に
よ
る
地
域
づ
く
り
の
推
進

 

農
山
漁
村
地
域
を
支
え
る
関
係
人
口
の
創
出
・
拡
大

『
企
業
』

【
課
題
解
決
実
践
型
】

令
和
４
年
度

・
地
域
と
の
話
し
合
い

・
対
象
地
域
の
選
定

令
和
６
年
度

・
事
業
実
施

（
２
年
目
）

令
和
５
年
度

・
公
募
、
契
約

・
事
業
実
施

（
１
年
目
）

令
和
６
年
度

・
公
募
、
契
約

・
事
業
実
施

（
２
年
目
）

令
和
７
年
度

・
公
募
、
契
約

・
事
業
実
施

（
３
年
目
）

令
和
７
年
度

・
事
業
実
施

（
３
年
目
）

事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

 

県

大
学
と
の
連
携
強
化

農
村
と
大
学
の

マ
ッ
チ
ン
グ
支
援

発
展

県
職
員

『
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
応
援
し
隊
』
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・
市
町
村

・
地
域
の
代
表
者

・
受
入
農
家
、
受
入
農
業
法
人

・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

（
中
間
支
援
組
織
等
）

・
地
域
お
こ
し
協
力
隊

（
元
地
域
お
こ
し
協
力
隊
）

【
現
状
と
課
題
】

 
◆
中
山
間
地
域
を
含
む
農
山
漁
村
等
で
は
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
等
に
よ
り

担
い
手
が
減
少
し
、
集
落
機
能
の
維
持
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。

◆
地
方
へ
の
移
住
に
関
心
の
あ
る
人
は
増
加
し
て
お
り
、
一
歩
踏
み
出
す
た

め
に
は
、
対
面
等
で
の
相
談
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
の
情
報
提
供
、
助
成
金
等
支

援
施
策
、
就
職
あ
っ
せ
ん
等
の
支
援
の
要
望
が
高
い
。

◆
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
定
住
率
（
令
和
３
年
度
：
総
務
省
）

全
国

6
5
.3
％

宮
城

7
0
.0
％

①
農
山
漁
村
の
魅
力
発
信
【
既
存
情
報
発
信
活
用
】

①
農
村
に
関
わ
る

き
っ
か
け
づ
く
り

【
既
存
活
用
】

④
長
期
滞
在
型

プ
ロ
グ
ラ
ム

(ﾛ
ﾝ
ｸ
ﾞ
ｽ
ﾃ
ｲ)

③
滞
在
型

プ
ロ
グ
ラ
ム

(ﾐ
ﾄ
ﾞ
ﾙ
ｽ
ﾃ
ｲ)

②
数
日
型

プ
ロ
グ
ラ
ム

(ｼ
ｮ
ｰ
ﾄ
ｽ
ﾃ
ｲ)

【
既
存
活
用
】

目
的
：
都
市
部
在
住
の
農
村
に
興
味
が
あ
る
若
者
と

の
関
係
性
づ
く
り
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し

て
も
ら
う
き
っ
か
け
づ
く
り
。

内
容
：
農
村
で
何
か
や
り
た
い
と
考
え
て
い
る
若
者

に
対
し
て
、
一
人
ひ
と
り
の
要
望
に
応
じ
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
や
農
村
の
情
報
提
供
。

農
村
の
し
ご
と
・
く
ら
し
体
験

 

③
－
１
地
域
づ
く
り
型
プ
ロ
グ
ラ
ム

目
的
：
学
生
の
学
び
や
成
長
、
地
域
の
課
題
解
決

等
を
図
り
つ
つ
、
地
域
に
関
わ
る
人
材
を

育
成
。

期
間
：
１
か
月

内
容
：
学
生
を
対
象
に
単
な
る
労
働
力
の
提
供
で

は
な
く
、
地
域
に
応
じ
た
テ
ー
マ
を
設
定

し
て
活
動
す
る
。

③
－
２
半
農
半
Ｘ
型
プ
ロ
グ
ラ
ム

目
的
：
働
き
な
が
ら
農
業
体
験
を
す
る
こ
と
で
地

域
に
関
わ
る
人
材
を
育
成
。

期
間
：
１
か
月

内
容
：
社
会
人
を
対
象
に
働
き
（
テ
レ
ワ
ー
ク
な

ど
）
な
が
ら
、
農
家
か
ら
知
恵
や
業
を
学

び
、
農
作
業
を
体
験
す
る
。

②
お
手
伝
い
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
【
既
存
の
枠
組
み
活
用
】

目
的
：
県
内
外
に
住
む
若
者
と
地
域
や
農
家
と
の
関
係
性

づ
く
り
。

期
間
：
数
日
～
１
週
間

内
容
：
農
作
業
の
繁
忙
期
、
地
域
の
共
同
作
業
や
イ
ベ
ン

ト
等
の
単
発
的
な
お
手
伝
い
。

目
的
：
農
村
で
の
学
び
や
暮
ら
し
を
通
じ
て
地
域
に
関

わ
る
人
材
を
育
成
。

期
間
：
１
年
間

内
容
：
社
会
人
や
学
生
を
対
象
に
地
域
の
仕
事
や
暮
ら

し
を
学
び
、
自
分
に
あ
っ
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

を
見
つ
け
る
・
創
る
・
実
現
す
る
。

農
村
へ
の
関
与
・
関
心
の
深
化

 

推
進
体
制

 

受
入
推
進
母
体

支
援

【
取
組
方
針
】

 
農
山
漁
村
と
都
市
と
の
交
流
を
一
層
拡
大
し
、
都
市
か
ら
農
山
漁
村
へ
の

人
の
流
れ
を
創
る
こ
と
で
、
よ
り
深
い
地
域
と
の
関
わ
り
に
繋
が
る
『
新
た

な
地
域
滞
在
型
交
流
』
を
促
進
し
、
農
村
に
多
様
な
形
で
関
わ
る
関
係
人
口

の
創
出
・
拡
大
を
図
る
。

農
山
漁
村
な
り
わ
い
課

交
流
推
進
班

 

【
委
託
費

1
1
,4
0
0
千
円
】

み
や
ぎ
農
山
漁
村
し
ご
と
・
く
ら
し
体
験
支
援
事
業

～
活
力
あ
る
農
山
漁
村
に
向
け
て
～

メ
た
む
ら

 
（
仮
想
空
間
）

 

リ
ア
ル
交
流 ④
地
域
で
の
学
び
型
プ
ロ
グ
ラ
ム

推
進
母
体

県

関
係
団
体

（
く
ら
し
）

・
市
町
村

・
観
光
公
社
な
ど

（
し
ご
と
）

・
農
業
公
社
な
ど

連
携

連
携

事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

 

令
和
７
年
度

・
受
入
地
区
募
集
、
選
定

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
検
討
・
設
計

・
ﾐﾄ
ﾞﾙ
、
ﾛﾝ
ｸﾞ
受
入
（
3
地
域
）

・
広
報
・
ｵﾝ
ﾗｲ
ﾝｲ
ﾍﾞ
ﾝﾄ
、
ｼｮ
ｰﾄ

受
入
(3
地
域
)【

既
存
活
用
】

令
和
６
年
度

・
受
入
地
区
募
集
、
選
定

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
検
討
・
設
計

・
ﾐﾄ
ﾞﾙ
、
ﾛﾝ
ｸﾞ
受
入
（
3地

域
）

・
広
報
・
ｵﾝ
ﾗｲ
ﾝｲ
ﾍﾞ
ﾝﾄ
、
ｼｮ
ｰﾄ

受
入
(3
地
域
)【

既
存
活
用
】

令
和
５
年
度

・
地
域
調
査
（
開
拓
）

・
受
入
地
区
募
集
、
選
定

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
検
討
・
設
計

・
広
報
・
ｵﾝ
ﾗｲ
ﾝｲ
ﾍﾞ
ﾝﾄ
、
ｼｮ
ｰﾄ

受
入
(3
地
域
)【

既
存
活
用
】

地
域
を
支
え
る
多
様
な

人
材
の
育
成
・
確
保

多
様
な
働
き
方
に
対
応

し
た
農
山
漁
村
の
実
現

移
住
・
定
住
（
就
農
）
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：

農
産
物
直
売
所
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
実
証
事
業

中
山
間
地
域
を
含
む
農
山
漁
村
等
の
高
齢
化
や
住
民
の
減
少
に
よ
る
産
業
・
生
活
基
盤
の
脆
弱
化
な
ど
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
農
産

物
の
集
出
荷
管
理
と
流
通
を
一
体
化
す
る
た
め
、
モ
デ
ル
を
構
築
し
、
『
生
活
し
や
す
く
、
定
住
し
や
す
い
農
山
漁
村
の
実
現
』
『
儲
か
る

ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
・
成
長
』
を
促
進
す
る
。

往
路

・
直
売
所
運
営
者
が
、
往
路
は
、
農
業
者
及
び
近
隣
住
民
向
け
に
、
移
動
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
、

農
産
物
だ
け
で
は
な
く
、
生
活
必
需
品
も
販
売
。

・
復
路
は
、
農
産
物
を
直
売
所
ま
で
運
搬
す
る
こ
と
が
困
難
な
農
業
者
の
農
作
物
を
集
荷

・
ま
た
、
直
売
所
を
宅
配
業
者
の
一
時
預
り
所
と
し
て
地
域
内
配
送
（
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
）
を
実
施

→
集
出
荷
体
制
と
移
動
式
ス
ー
パ
ー
の
複
合
モ
デ
ル
を
試
験
的
に
構
築

→
同
一
の
車
両
を
往
復
で
活
用
す
る
こ
と
に
よ
る
運
送
コ
ス
ト
の
低
減
・
運
搬
の
効
率
化
を
検
討

復
路

・
直
売
所
を
地
域
内
配
送
の
拠
点
化
に
よ
る
活
性
化
・
効
率
化
、
販
路
拡
大
と
農
家
所
得
の
向
上

農
産
物
等
直
売
所

宅
配
一
時
預
り
所

宅
配
元

宅
配
業
者

農
家
所
得

の
向
上

農
山
漁
村
な
り
わ
い
課

＋
 
地
域
住
民
へ

の
サ
ー
ビ
ス

農
産
物
を
集
荷

移
動
式
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

＋
宅
配
便
の
地
域
内
配
送

～
農
産
物
直
売
所
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
モ
デ
ル
実
証
～

 

農
林
漁
業
者
A

農
林
漁
業
者
B

農
山
漁
村
（
集
落
）

農
林
漁
業
者
・
地
域
住
民

高
齢
化
が
進
む
中
山
間
地
域
の

労
働
力
不
足
の
解
消
を
図
る

農
産
物
等
直
売
所
の
機
能
強
化

～
持
続
的
な
地
域
拠
点
を
目
指
す
～

【
委
託
費

4
,0
0
0
千
円
】
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○
地
域
連
携
会
議

・
各
地
振
に
お
い
て
地
域
で
の
情
報
交
換
や
対
策
の
検
討
、
研
修
会
等
を
開
催

○
南
奥
羽
鳥
獣
害
防
止
広
域
対
策
協
議
会

・
宮
城
県
、
山
形
県
、
福
島
県
の
市
町
村
等
に
よ
り
構
成
さ
れ
、
ニ
ホ
ン
ザ
ル
の

対
策
を
実
施

○
宮
城
・
岩
手
シ
カ
対
策
会
議

・
宮
城
県
及
び
岩
手
県
の
市
町
村
に
よ
り
構
成
さ
れ
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
対
策
に
係

る
情
報
交
換
等
を
実
施

○
鳥
獣
w
e
b
マ
ッ
プ

・
各
市
町
村
の
被
害
状
況
及
び
侵
入
防
止
柵
の
設
置
状
況
を
マ
ッ
プ
化

○
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
生
息
状
況
調
査
実
証
試
験

・
ド
ロ
ー
ン
の
利
用
に
よ
る
鳥
獣
の
生
息
状
況
把
握
の
省
力
化
・
効
率
化
の
実
証
実
験

○
集
落
ぐ
る
み
の
鳥
獣
被
害
対
策
モ
デ
ル
事
業

・
集
落
等
の
地
域
住
民
に
よ
る
鳥
獣
被
害
対
策
の
実
施
を
支
援

○
獣
種
別
対
策
会
議

・
特
定
鳥
獣
保
護
管
理
計
画
を
策
定
し
て
い
る
イ
ノ
シ
シ
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
、
ニ
ホ
ン
ザ
ル
、

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
に
係
る
情
報
交
換
や
対
策
の
検
討
、
研
修
会
等
を
開
催

捕
獲
推
進

防
護

環
境
整
備

【
捕
獲
推
進
】

○
鳥
獣
被
害
防
止
緊
急
捕
獲
活
動
支
援
事
業

・
野
生
鳥
獣
捕
獲
に
係
る
経
費
の
支
援
（
頭
数
支
払
）

○
鳥
獣
被
害
防
止
総
合
支
援
事
業

・
罠
の
購
入
、
野
生
鳥
獣
の
生
息
調
査
等
に
係
る
経
費
の
支
援

【
環
境
整
備
】

○
鳥
獣
被
害
防
止
総
合
支
援
事
業

・
緩
衝
帯
の
整
備
、
放
任
果
樹
除
去
等
に
係
る
経
費
の
支
援

【
防
護
】

○
鳥
獣
被
害
防
止
総
合
支
援
事
業

・
侵
入
防
止
柵
の
整
備
に
係
る
経
費
の
支
援

市
町
村
に
お
け
る
被
害
防
止
計
画
に
基
づ
く
対
策

（
鳥
獣
被
害
対
策
の
３
本
柱
）

【
R
5
：
5
6
4
,7
0
1
千
円
（
国
庫
5
0
7
,7
0
1
千
円
、
一
財
（
復
興
特
交
）
5
7
,0
0
0
千
円
）
】

令
和
５
年
度
鳥
獣
害
防
止
対
策
事
業

関
連
一
覧
（
補
助
事
業
名
：
鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対
策
交
付
金
）

【
R
5
予
算
額
：
5
7
9
,8
5
1
千
円
（
国
庫
5
2
2
,5
5
3
千
円
、
一
財
5
7
,2
9
8
千
円
）
】

県
に
よ
る
支
援

【
R
5
：
1
5
,1
5
0
千
円
（
国
庫
1
4
,8
5
2
千
円
、
一
財
2
9
8
千
円
）
】

広
域
連
携

作
業
省
力
化

人
材
育
成

・
広
域
化
す
る
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
に
対
応

・
高
齢
化
に
伴
う
人
材
不
足
へ
の
対
応

一
財
（
復
興
特
交
）
に
つ
い
て
は
、

市
町
村
等
が
国
庫
内
示
減
分
を
実
施

す
る
場
合
に
1
0
/1
0
以
内
補
助
す
る
。
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野
生
鳥
獣
の
捕
獲
に
関
す
る
現
行
の
枠
組
み

令
和
5年

3月
農
山
漁
村
な
り
わ
い
課

鳥
獣
保
護
管
理
法
に
基
づ
く
枠
組

【
許
可
捕
獲
】 鳥
獣
被
害
防
止
特
措
法

に
基
づ
く
枠
組

【
許
可
捕
獲
（
被
害
防
止
）
】

目
的
：
被
害
防
止

実
施
時
期
：
許
可
さ
れ
た
期
間

許
可
主
体
：
市
町
村

実
施
主
体
：
市
町
村
の
捕
獲
班

支
援
事
業
：
鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対
策
交
付
金
等

【
狩

猟
】

実
施
時
期
：
狩
猟
期
間

許
可
主
体
：
都
道
府
県

実
施
主
体
：
狩
猟
者

【
指
定
管
理
鳥
獣
捕
獲
等
事
業
】

目
的
：
生
息
数
・
範
囲
の
抑
制

実
施
時
期
：
事
業
実
施
期
間

許
可
主
体
：
都
道
府
県

実
施
主
体
：
認
定
鳥
獣
捕
獲
等
事
業
者

支
援
事
業
：
指
定
管
理
鳥
獣
捕
獲
等
事
業

【
許
可
捕
獲
（
個
体
数
調
整
）
】

目
的
：
被
害
防
止

実
施
時
期
：
許
可
さ
れ
た
期
間

許
可
主
体
：
都
道
府
県

実
施
主
体
：
都
道
府
県
等
の
捕
獲
班

農
地
、
農
村
周
辺
等
、
農
業
被

害
が
発
生
す
る
地
域
で
実
施

市
町
村
等
に
よ
る
捕
獲
が
難
し
い

奥
山
や
鳥
獣
保
護
区
な
ど
で
実
施

イ
ノ
シ
シ

１
，
０
１
１
頭

 

ニ
ホ
ン
ジ
カ

２
５
６
頭

 

イ
ノ
シ
シ

２
，
７
４
９
頭

 

ニ
ホ
ン
ジ
カ

 
 
７
７
９
頭

 

イ
ノ
シ
シ

０
頭

 

ニ
ホ
ン
ジ
カ

 
 
０
頭

 

イ
ノ
シ
シ

 
 

 
 
５
，
０
５
５
頭

 

（
う
ち
緊
急
捕
獲

 
3
,
7
3
4
頭
）

 

ニ
ホ
ン
ジ
カ

４
，
７
６
３
頭

 

（
う
ち
緊
急
捕
獲

 
1
,
2
5
9
頭
）

 

令
和
３
年
度

年
間
捕
獲
頭
数

 

イ
ノ
シ
シ

８
，
８
１
５
頭

 

ニ
ホ
ン
ジ
カ

５
，
７
９
８
頭
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